
 
こ
の
大
会
で
は
、
生
徒
会
役
員
が
中
心
に

な
り
、
企
画
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

種
目
は
、
体
育
で
練
習
し
た
「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」
で
各
学
年
１
チ
ー
ム
３
～
４
人
の
チ
ー

ム
編
成
で
行
い
ま
し
た
。 

 
 

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で

プ
レ
イ
す
る
こ
と
に
よ
り
協
力
す
る
意
識

を
養
い
、
責
任
感
を
育
む
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
、
企
画
運
営
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 【
優
勝
】 

チ
ー
ム
名
「
万
戸
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」 

 

  

定
時
制
祭
に
始
ま
り
、
多
く
の
学
校
行
事

が
あ
っ
た
２
学
期
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
登
校
す
る
か
ら
こ

そ
、「
仲
間
と
会
え
る
」、「
経
験
が
積
め
る
」、

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。 

 

全
校
生
徒
で
少
し
ず
つ
準
備
を
始
め
、
手

作
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ラ
ン
ド
セ
ル
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
を
袋
に
詰
め
、
本
番
を
迎
え
ま

し
た
。 

豊
岡
市
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
、
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
一
緒
に
し
ま
し
た
。
日
高

町
の
地
域
福
祉
・
生
活
支
援
拠
点
ぐ
る
ら
ん

で
は
、
施
設
利
用
者
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
、
日
高
庁
舎
の
日
高
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
に
参
加

し
、
小
さ
な
子
供
た
ち
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い

ま
し
た
。
生
活
管
理
事
業
や
す
ら
樹
で
は
、

介
護
施
設
内
で
働
い
て
い
る
方
や
利
用
者
の

方
か
ら
施
設
で
の
こ
と
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 豊

岡
市
立
図
書
館
で
は
、
２
階
の
ス
ペ
ー

ス
を
お
借
り
し
て
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間

で
作
製
し
た
豊
岡
市
の
伝
統
工
芸
品
（
杞
柳
・

陶
芸
な
ど
）
を
展
示
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
初
め
て
お
世
話
に
な
っ
た
豊

岡
シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ
で
は
、
施
設
主
催
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
の
後
、
余
興
と
し
て
生
徒
と
利
用

者
の
方
々
の
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
対
決
を
行

い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
で
は
、
家
づ
く
り

や
く
じ
び
き
体
験
と
い
っ
た
行
事
に
参
加
し 

 

 

 

ま
し
た
。
生
徒
は
、
壁
の
塗
装
や
家
具
づ
く
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
方
法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
、
利
用
者
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
協
力

し
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
施
設
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
最

後
に
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
少
し
の
時
間

で
し
た
が
、
地
域
の
方
と
心
通
い
合
う
素
敵
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
豊
岡
市
教
育
委
員
会
こ
ど

も
未
来
課
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
豊
岡
シ
ル

バ
ー
ス
テ
イ
・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
、
豊

岡
市
立
図
書
館
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
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豊
岡
高
校
定
時
制
通
信 

 

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度 

第
８
号 

 

（
令
和
７
年
１
２
月
２
４
日
発
行
）   

豊
高
定
時
制
の
「
学
び
」
の
と
も
し
び
を
守
り
、
育
て
、 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

私
た
ち
は
と
も
に
「
歩
み
」
続
け
る
。 

               
〒
６
６
８-

０
０
４
２ 

豊
岡
市
京
町
１
２-

９
１  

☎
０
７
９
６-

２
２-

２
１
１
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12
月
１０
日
（水
） 

冬
季
球
技
大
会 

 

１２
月
１２
日
（
金
） 

地
域
貢
献
事
業 

 

 
 

 

 

２
学
期
は
、
各
講
座
の
講
師
の
先
生
に
、

手
作
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ラ
ン
ド
セ
ル
を
御

礼
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。 



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

〇
令
和
７
年
度 

豊
岡
市
人
権
標
語 

優
秀
賞 

 

宮
嶋 

彪
向
（
１
年
） 

「
多
様
性 

認
め
あ
え
れ
ば 

 

み
な
笑
顔
」 

 

 

入 

選 
 

山
本 

力
也
（
３
年
） 

「
そ
の
言
葉 

優
し
く
使
お
う 

考
え
よ
う
」 

 

〇
令
和
７
年
度
後
期
西
播
磨
但
馬
地
区

定
時
制
通
信
制
課
程
体
育
大
会 

 

卓
球
競
技 
２
位 

西
山 

悠
香
（
３

年
）・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技 

２
位 

上

田 

瑠
花
（
１
年
） 

 
 

 

１
・
２
年
生
対
象
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ワ
ー
ク
も
、
今
年
度
３
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
後
、
２
人
１

組
で
「
ダ
メ
で
す
か
？
ダ
メ
で
す
よ
。」
に

つ
な
げ
る
ス
キ
ッ
ト
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
特
に
１
年
生
は
普
段
他
学
年
と
関
わ

る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
先
輩
と
交
流
す

る
貴
重
な
機
会
で
す
が
、
２
年
生
の
独
創

性
に
負
け
ず
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い

る
１
年
生
も
い
て
、「
演
劇
を
つ
く
る
・
表

現 

 

 

国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
、
今
年
初
め

て
「
豊
定
Ｉ
Ｃ
Ｐ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ

Ｐ
は

In
tercu

ltu
ra

l P
rog

ra
m

（
国
際
文
化

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
表
し
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

関
西
の
外
国
人
出
前
講
座
を
活
用
し
て
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ガ
ー
ナ
か
ら
お
一

人
ず
つ
講
師
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
歴
史
や
文
化
、
民
族
な
ど
に
つ
い

て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
生
に
よ
る
地
元
紹
介

の
プ
レ
ゼ
ン
や
、
講
師
へ
の
質
問
も
英
語
で
行

い
、
培
っ
て
き
た
英
語
の
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。
講
師
の
方
々
に
も
、「
生
徒
は
と
て
も
反
応

が
よ
く
質
問
も
た
く
さ
ん
し
て
く
れ
て
楽
し

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
普
段

は
関
わ
る
こ
と
の
な
い
国
々
の
方
と
直
接
交

流
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
と
て

も
刺
激
的
で
楽
し
い
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。 

 

現
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
き
た

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
発
表
さ
れ

た
ス
キ
ッ
ト
は
ど
れ
も
一
人
一
人
の

個
性
が
生
か
さ
れ
、
笑
い
も
起
こ
る
素

晴
ら
し
い
出
来
で
し
た
。 

 

                             

   

12
月
１６
日
（
火
） 

豊
定
Ｉ
Ｃ
Ｐ 

２
学
期
終
業
式 

表
彰
伝
達 

 

12
月
１９
日
（金
） 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
③ 

【
１
月
の
行
事
予
定
】 

８
日(

木) 
 

始
業
式 

９
日(

金
）  

短
縮
授
業
（
放
課
後
面
談
） 

11
日(

日) 

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
本
試
験
） 

12
日(

月) 

成
人
の
日 

13
日(

火) 

教
育
相
談 

14
日(

水) 

短
縮
授
業
（
放
課
後
面
談
） 

16
日(

金) 

１
．
17
追
悼
行
事  

17
日(

土
） 

共
通
テ
ス
ト
① 

18
日(

日
） 

共
通
テ
ス
ト
② 

 

19
日(

月)

～
２２
日(

木) 

卒
業
考
査 

20
日(

火
） 

教
育
相
談 

21
日(

水
） 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
④ 

 

23
日(

金) 

百
人
一
首
大
会 

25
日(

日)  

ス
ク
ー
リ
ン
グ
⑬ 

簿
記
実
務
検
定 

26
日(

月
）・
27
日(

火) 

茶
華
道
体
験
（
卒
業
生
）  

27
日(

火
） 

教
育
相
談 

28
日(

水)  

か
ば
ん
製
作
体
験
（
卒
業
生
） 

30
日(

金) 

総
合
探
究
発
表
会 

卒
業
生
最
終
登
校
日 

【
お
知
ら
せ
】 

〇
冬
季
休
業
中
の
連
絡
に
つ
い
て 

冬
季
休
業
中
に
つ
い
て
は
職
員
の
勤
務
時
間
が
変

わ
り
、
10
時
～
18
時
半
と
な
り
ま
す
。
御
用
の
際
は

こ
の
時
間
内
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
出
張
等
で
当
該
職
員
が
不
在
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
末
年
始
の
12
月
２７
日(

土)

～
１
月
４
日(

日)

は
、
職

員
は
勤
務
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 


